「おとなの童話集八)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禁複製
むかし子どもだった心やさしいあなたへ

　翔べ、カモメのように（下）
　　　　　　　　　　尾崎　寛
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〈ワナだ！〉とダイダロスは思う。〈俺は息子の命を守るために数々の秀れた発明を壊してしまった。だが、その結果はどうだ！〉彼は、長い幽閉生活の末神託の真意を知って戦懐を覚えた。〈俺の最も秀れた発明というのは、この迷宮だったのだ。そして、息子は一生をここで終ることになるのだ！それがデルポイの真意なのだ。俺は愚かな兎のようにワナから逃れようとして、自分からワナに近づき嵌ったのだ！〉
..「父よ」
..彼が頭を抱えて考えこんでいると、息子が呼んだ。
..「鳥だけが、なぜ大空を飛べるのですか」
..彼は、息子を自分の隣りに座わらせると、黄金の頭に手をやって話した。
..「この世界がまだ混沌としていた頃、諸々の命は大気や海の水や陸の砂の中に自然に交りあっていたんだよ。それがやがて、形あるものとなり大気の中からは鳥が生れ、海の中には魚が生まれた。だから鳥だけが空を自由に飛ぶことができるのだ」
..その夜も満天の星が輝き、静かに星座を組んだ。彼は、ペガサス座について語った。髪の毛が蛇の怪物、メドウサの首が切られたとき、その血の中から翼を持った馬が生れ出たことや、なぜ天馬が南天へ駆け上ったかを、小さな息子は熱心に聞いた。
..床につく前に、ダイダロスは一言いった。
..「外の世界へ出てみたいか？」
..少年は大きく頷いた。少女のような美しい顔だちの息子は、ダイダロスに妻を想い起こさせる。息子の容貌は、フローラの美しさを受けついだのだろうと、彼は妻を想った。


..翌日から鳥を見つめる日々が始った。カモメ、カラス、サギ、スズメ、タカ、ツバメ。気をつけて見ていると、形態が違えば飛び方も違う。ダイダロスは、それ等を一日中じっと見つめていた。更に蝶やトンボに至るまで、飛べるものには全て注意をはらった。時には息子にも教えた。
..「息子よ。あのカモメをよく見るがいい。まるで空中に停っているようだ。カモメはいま風の方向にまともに向っている。〈風の息〉については前に教えたとおりだ。大気か大洋が呼扱しているかのように、風も強くなったり弱くなったり規則的に変化している。海神の呼吸が風になるのかも知れない。その強弱に含わせて、カモメの羽根の角度と風切羽根の開き具合が微妙に変化している。ああして、カモメは、空中に停ることができるのだ」
..昼は空を飛ぶ島を眺め、夜は息を飲むほどに美しい星空を見て暮らした。そうしていると、ダイダロスは、そのまま一生を終ってもいいという気になることさえあった。〈外へ出たところで、人間達の作る巨大な迷路が待っているだけではないか。それに比べたら、この迷宮などむしろ極楽のようなものだ〉しかし、考えが息子に及ぶと彼の心は揺れる。〈たとえ迷路であるにせよ、息子は子供のうちに広い世界へ出してやらねば〉かつてダイダロスの父が与えた短剣を、さらに息子に渡す日を彼は夢見ていた。その時息子はどんな道を選ぶだろうか。
..一週間ほど鳥の観察を続けた彼は、頭の中で翼の動きを分析する作業に入った。眼の奥に写しとった鳥の姿を、少しづつ動かしてみる。風の流れや、鳥自身の体重とどんな関係になっているのか。一枚一枚の羽根の動きとの関係は……。そうした作業は、彼にとっては簡単な仕事だった。〈もう五年・・か〉一日が終わり、横になると自然にいろんな想いが沸いてでる。沼の底からガスが昇ってくるように、彼の意思とは関係なく、互いに脈絡のない大小の泡が浮かび上がりはじける。子どもの時の遊び・・祈りの場の光景・・父母の顔・・バザールの賑わい・・祭りの雑踏・・谷底へ落ちていく頭蓋骨・・フローラ・・魚つり・・洞窟の祈祷師・・幽閉されて五年目になっていた。〈いつの間にか永くなったな〉ダイダロスの意識は、眠りの魔女に徐じょに・・吸い取ら・・れ ・・て・・い・・・・。


..ミーノースも変わった。ミーノースは、もう何日も床についたままだった。怪物を倒したテーセウスがアテーナイの王位を継ぎ、以来、アテーナイは急速に国力を増してきている。あの強国、女ばかりの国アマゾンをうち破り、いまやクレーテを凌ぐほどの国に成長している。そして、アリアドネーは、王妃となって活躍している。息子アンドロゲオスと娘のアリアドネーを失った事や、彼が王権を得てからの一連の出来事が、かって神との誓約を反古にした罰であり、やがてクレーテはアテーナイに滅ぼされるのではないかと恐怖に襲われた。疑心暗鬼となったミーノースは、夜も充分に眠れず、病人のような日課が続いていた。暗い表情で考えこんでいると、吟遊詩人が現われた。
..「陛下にはご気うつの病いと伺い、お見舞に参上いたしました」
..ミーノースは重臣達よりも歌と琴の名手に心を許して、世間話しの相手はいつも彼の役目だった。洗濯屋の女房が間男した上に亭主を追いだした話しや、旅人から聞いた、遥か東の国の話しなどで詩人はミーノースを喜ばせた。
..「久しぶりに楽しい思いをしたぞ」
..ミーノースの機嫌のいいのを見計って、詩人は腹の中に抱いてきた本題に移る。
..「ところで陛下、ダイダロスのことでございますが……」
..彼は幽閉されている友を救い出す機会を、以前からうかがっていた。
..「もう五年になります。そろそろ許してやっていただけないものでしょぅか」
..ミーノースの機嫌をそこねはしまいかと、おそるおそる話したが著しい変化はなかった。
..「いえ、彼を許すことが無理なら、せめて息子の方だけでも。ご存知のとおりまだ子供でもございますし」
..ミーノースは、イルカの群が一面に描かれた天井を見つめていた。
..「ダイダロスの件は、考えていない訳ではないのだ。あの時は一時の情にかられてひどい仕打ちをしてしまったと思っている。ただ、いま彼を自由にしてやれば、恐らくアテーナイへ帰るだろう。アテーナイは昔とは違う。テーセウスのもとで、我が国に優るほどの力を備えた国なのだ。そこへダイダロスの才能が加われば、わが国など赤子の手をひねるようなものだ。当時のダイダロスの狂乱も、例の神託を思えば同情の余地はある と思ってはいるが・・」
..詩人は迷宮へ入る許可を得ると、とにかく様子を見てまいります、と言って退った。


..「息子よ、お前に必要な事柄はもう全て教えてしまった」
..少年は言いつけられたとおり、口笛で鳥を呼び寄せては、一羽の鳥から一枚づつ羽根を切り取っている。部屋の中には、いろんな鳥の大小の羽根が高く積まれていた。
..「だが、まだお前の知らない言葉がある。それは、〈愛〉と〈自由〉ともう一つの言葉だ。それは自分で学ぶのが最良の方法なのだ。言葉とは、おおむね一つの概念だが、中には観念のみしか持たない言葉がある。それが、もう一つの〈死〉という言葉だ。誰しも死に近づくことはできるが、経験することは、できない。ところが、人間だけが、先験的にそれを知ることができる。死は先験的観念として人間の生に纏いついている。そして宇宙は、〈死〉の神タナトスと〈愛〉の女神アフロディーテの相克する力によって動いているのだ。その力を知ることができたとき、始めて人間は〈自由〉へ向う。それを知るためにも、お前は広い世界へ出て行かなければならない」


..詩人は迷宮へ向う前に、フローラの元へたち寄った。
..「迷宮へおいでになるのですか、主人と子供に会いに！」
..彼女は昔と少しも変らないなと、最初に詩人は思った。フローラは、何とか自分も一緒に連れていってほしいと懇願した。せめて、子供がどうしているか、一目なりと自分の眼で見たいと。しかし、彼女を同伴することは、詩人の力を超えている。いずれ会えるように努力するからと慰め、衣類や多くの伝言を託されて出発した。遠くからもよく見える巨大な城は、天に向って伸びた幾つかの塔を持っている。その塔のどこかに、二人はいるはずだ。二日目の昼前に、詩人は迷宮に着いた。頭は人間の女でライオンの体をもつ怪物が二頭、城門を固めている。
..槍を突きつけた黒人の半裸の兵士に王の許可証を見せて門を開けさせた。持ってきた糸玉を門の柱にくくりつけ、糸をほぐしながら進んだ。初めて中へ入る詩人は、なるほど迷宮だと思った。全ての廊下は緩い曲線を描き、枝伏に分かれている。時には壁が大きく傾斜しているように見えた。彼は慎重に上方への道を選んだ。何回か階段を登り、一時間も歩いて廓下を曲ったとき、そこに自分の持っている糸と同じ糸が、長々と廊下に沿って続いているのを発見して座わりこんでしまった。そして、あらためてダイダロスの才能に感嘆した。
..詩人は糸をたどって元の城門へ戻り、食事は毎日どうしているのかと門兵に訊いた。兵士は上方の小窓を指し、そこから籠が降りてくるから、一日に一回、三食分の新鮮な材料をいれてやるのだと説明した。黒人兵士は空を見あげ
..「もうじきでごぜえます。いまにカゴがおりてめえりやす」
..と太陽をさす。半信半疑で待っていると、言葉どおり小さな籠がすぅと目の前に降りてきた。　彼は、その綱を二、三回強く曳き
..「おーい、ダイダロス！僕だ！」
..と叫んだ。小さな窓からダイダロスが顔を出した。
..「よく来てくれたなあ」
..ダイダロスに案内された部屋で、二人は抱きあった。
..ダイダロスの目も詩人の目も濡れている。詩人は少年を抱きかかえて成長ぶりに感激し、その美しさを賞めた。フローラに託された新しい衣類やサンダルを渡し、彼女の細々とした言葉を伝えた。ダイダロスは根堀り葉堀り何でも聞きたがった。フローラのこと、ペルディクスのこと、ミーノースのこと、それに世間のこと。詩人の用意してきた酒を飲みながら、夜の更けるのも忘れて語りあった。特にダイダロスの関心を強く惹いたのは、テーセウスがアテーナイの王になり、いまやクレーテを凌ぐ勢いだ、という変化だった。その話しは、彼の考えの根底を大きく曲げた。
..ダイダロスが、少し自分の考えに囚われていると
..「王もこのごろ人が変わって、かなり気弱になってるよ」
..と、詩人は、ミーノースが彼を許してくれそうな気配のあることを伝えた。
..「いや」
..とダイダロスは表情を堅くした。
..「それは無埋だろう。王は俺がアテーナイ側につくことを極度に恐れている。なんと言っても俺はアテーナ イ人だからな」「しかし、王ももう歳だ。それにこの頃は半病人のような生活で気も弱くなっている。たとえ君がアテーナイに行っても、もう二度と発明はしないんだろう、例の神託があるから」
..詩人は、既に眠ってしまった少年を見つめ
..「神託を逆用して、発明は一切しないし、アテーナイにも行かないと誓約すれば、ことは意外に簡単じゃないだろうか」
..と詩人は熱心に口説いた。ダイダロスは腕組みして考えていた。かって平気で神との誓約を破ったミーノースが、今回だけ神託を信じるだろうか。それに、聞けばアテーナイはいまにも戦争をしかけてき そうだという。ミーノースは、当然新しい兵器を作れというだろう。そこで拒否すれば、自分をテーセウス に渡さないためにも、今度こそ命はない・・・。
..二人は黙って各々の思考の中を彷徨ったが、やがて詩人が話題を変えた。
..「ところで、あれは何だい？面白そうなものがあるじゃないか」
..詩人は部屋の隅を指した。そこには、大小二組の翼が並んている。ダイダロスは、照れ笑いをして答えた。
..「ああ、あれは息子の玩具さ。鳥が好きなんでね。玩具にと思って作っているんだが。まだ作りかけなんだよ」
..二人は更に夜明けまで語り合った。
..詩人は翌日帰った。互いに別れを惜しみ、固く再会を約束した。再びフローラの元へ寄って、二人の様子を詳しく語って聞かせてから城へ戻った。ミーノースにも二人の話しをして、詩人は再び彼等を許してくれるように頼んだ。
..「そうだな。ダイダロスも昔のように若くはないのだし・・ところで、例の神託だが、一体彼の発明したものの中で最も秀れたものとは、何なのだ？」
..「さて…」
..詩人はその話しになるとまるで見当がつかない。
..「ダイダロスは、確かに数多くの秀れた発明をした。が、それも今は殆ど何も残っていないのだ。後に残ったものといえば、迷宮と木馬、この盃だけではないか」
..ミーノースは、その盃を手元から離したことがない。かってはブドウ酒のために、いまは薬のために愛用している。そして、ひとしきり鉄馬の話しをして残念がった。本物の馬よりも早く駆け、槍で突かれても死ぬ恐れのない鉄馬が再び手に入るなら、このクレーテの半分を分け与えてもいいとさえ言った。王と話しているうちに、詩人はペルディクスを思い出した。
..「ダイダロスの弟子にぺルディクスというものがいます。噂ではダイダロスにも匹敵する発明家だということでございますが、その男なら詳しいことがわかるかもしれません」
..やがて召喚されたぺルディクスに、ミーノースは同じ質問をした。ペルディクスも首をひねった。
..「私は師匠の発明の殆ど全てを、この眼で見て知っております。が、ご存知のとおりそれ等は何も残っておりません。いま残っている内でと言われるなら、やはりあの迷宮が最高の発明ではないかと思われます」
..もしそうなら、ミーノースが間接的に少年を殺すことになる。誰も口にこそ出さないが同じことを考えていた。


..「息子よ。私のいうことをよく聞いてしっかり憶えるのだ」
..ダイダロスと少年の双肩には、見事な翼が取りつけられている。
..「いずれ近いうちに、必ずミーノースは私達の命を奪いにやってくる。余り時間がないのだ。だから私のいうことをよく聞いておかなければいけない」
..左右の翼は、それぞれ腕を通して把手を握るようになっている。ダイダロスは、その把手をひねってみせた。
..「こうすると、風切羽根が開いたり閉じたりする。さあ、お前もやってごらん」
..少年は言われたように把手を回す。すると、翼の後方が手を開くように広がった。
..「そう、そうだ。つぎは鳥のようにこうして大きくはばたくのだ」
..ダイダロスが翼を上下させると、強い風が起こり、床に散らばった小さな羽根が一斉に舞い上る。そして、僅かだが、彼の足が床を離れた。
..「わあ、上ったよ！浮いたよ！」
..少年は瞳を丸くして、同じようにはばたいた。少年の体は宙に浮いた。が、次の瞬間少年は安定を失って壁に頭を打ち、床に倒れた。ダイダロスは、何度も何度も練習させた。呑みこみの早い少年は、その日のうちに天井まで真すぐ上って降りて来ることが出来るようになった。


..ペルディクスは、詩人の最後に言った言葉が心にひっかかっていた。フローラが、体の具合でも悪いのかと心配したほど、彼は食事中も一言も話さなかった。床に入ってからも、気にかかって寝つけなかった。
..彼を送ってくれた詩人と城門に向って庭園を歩いているとき、詩人は急に思い出し笑いをした。
..「そうそう、ダイダロスの部屋で面白いものを見ました。ワシのそれよりもっと大きな翼が置いてありました」
..「大きな翼？」
..「ええ。大小の二組の翼です。彼は子供の玩具だと笑っていました」
..そんなことがあるだろうか？いや、バカな。ペルディクスは闇の中て自問自答を続ける。しかし、師匠の才能ならあり得ることかも……いや、不可能だ、考えられないことだ。考えれば考えるほど頭の奥が熱くなり、結局は一睡もしないで朝を迎えた。とにかく王の耳には入れておかねばと決心を固めると、明け始めたばかりの街を城へ向って走った。幸い門兵も彼の顔を憶えていてくれたので、すぐに城内へ入ることができた。


..日の出とともにダイダロスは目覚めた。息子はまだ小犬のような寝息をたてている。彼は、自分もいつの間にか年をとったものだと、その朝初めて感じた。昨日の運動に夢中になり過ぎて腕から肩が激しい痛みを訴えている。それに眠りは浅く、随分いろんな夢におびえたような記憶が、脳の裏側に残っていた。 床から起き上ろうという気力さえ満ちてはこなかった。
..ふと、十五の年の岩山での苦業が想い出され、ひどく懐しく感じた。いまでは、若い日の野望が彼を責めさいなむ原因にもならなかった。〈それが、俺の運命だったのだ〉そう思うだけだった。〈もし、今度の計画が失敗しても、フローラやペルディクスがいるてはないか。むかし、天才発明家、名工と謳われたダイダロスという男のいたことは、彼等が語り継いでくれるだろう〉まだ部屋の中は、最後の夜が支配していたが、窓の外は新しい光りが輝き満ち始めている。横たわったままその空を見ていると、早起きの鳥達が悠々と大空を横切っていった。


..「信じられん！」ミーノースは、早朝に起こされた不機嫌さを交えて叫んだ。
..「私にも信じ難いことですが、万が一ということがございます」
..ペルディクスは、不眠のため膨れ上った瞼をしている。詩人は狐につままれたような顔で二人のやりとりを聞いている。
..「では、もう一度聞くぞ。お前はダイダロス親子が、彼の作った翼で迷宮から逃げ出すつもりだというのだな。鳥のように空を飛んで！」
..「・・はい」　
..「バカな！人聞が空を飛べるというのか！鳥のように自由自在に空を飛べるというのか。信じられんことだ！」
..「ですから、あくまで万が一という…」
..「万が一にもあり得るものか。いかに天才ダイダロスであろうとも、不可能なことだ！王子の空飛ぶ木馬を見よ。たしかに飛ぶが、そのために陰で十人もの屈強な若者が要る。あの小さな木馬でさえ・・だ。一人の人間を一人の力で自在に飛行させるなんて、ありえないことだ！」
..二人の堂々巡りの論争を聞いていた詩人が、一つの疑問を投げかけた。
..「よしんば、鳥のように空を飛ぶことが可能だとしましょう。しかし、もしそうなれば、それこそ彼の最高の発明ということになります。おそらく陛下の盃や迷宮に勝っていても劣るものではありますまい。とすれば、神託の意味するものはその翼だということになりませんか」
..「そうだ。息子の命と引き換えにしてまでそんな無謀なことをする訳がない。それでは、なんのためか、意味が無いではないか！」
..三人とも考えこんだ。だが、三人三様に考えが違っていた。
..「しかし、私はこう考えます」ペルディクスは窓の外へ視線を移し、早朝の光に染った空を見つめる。
..「私どもにいたしましたら、大空を自由に飛べる翼を得ることは、確かに夢のまた夢のような話しでございます。しかし、苦難の末に神の叡智を分け与えられた我が師、ダイダロスにしたら、それは子供の玩具を作るくらいの仕事なのではないでしようか。師が神の予言も忘れて、いま大空へ飛びだそうとしていることこそ、そのいい証拠です。おそらく自分たちの翼を、秀れた発明などと思いつきもしないのです」
..彼が話している間に、ミーノースも詩人も窓の外を茫然と見ていた。誰も同じ気持ちだった。
..自由に飛べる翼があったなら、と。


..部屋中にパンを焼く香りが満ちている。小麦粉をこねてパンを焼き、豆のスープを作るのが父の仕事で、部屋の掃除が朝食前の息子の仕事だった。
..「父よ。いつ出発するのてすか」
..作業台兼食卓のテーブルを挟んで、少年は朝食を摂りながら父親に訊く。
..「それは、お前が翼の操縦を充分に憶えてからだ。まだ三四日はかかるだろう。私達は、アテーナイに行くのだ。 アテーナイはいい国だぞ。」
..ダイダロスは、先日詩人から聞いた話しをその後なんどか反芻した。いまアテーナイの王はテーセウスであり、アリアドネーが王妃である。これは、帰国には盛ってこいの状態ではないか・・・。楽観的に考えれば、歓待されるかもしれないし、どんなに悪くても獄へ繋ぐようなことはしないだろう。ダイダロスは、未来への明るい展望が開いた気がした。
　「アテーナイには美しい山が連なり、深い森には鹿や兎やリスが遊んている。私達はそこへ狩りに行くんだよ。暑い日には泉で喉をうるおし、狩りに疲れたら川で魚つりをする。お前は、まだ沢山のことを学ばなければならない。獲物を確実に射止める弓矢の作り方、羊の飼い方、それになぜ花は開くのか。 なぜ人の心に愛があるのか。まだまだいくらでもある。そのためにも翼の練習をしなければならない」
　昼前。二人は水平飛行の練習をした。


　城内は俄かにあわただしくなった。とうとう戦争が始ったのだと思いこんで右往左往する人間で、混乱していた。
　「遠い遠い祖先から、私達は空を飛ぶことに強い憧れを抱いてきました。そして、とうとう鳥のように飛ぶ人間が現われたのです。その姿を想像するだけで、私の目頭は熱くなります」
　詩人は感極った声を出し、その眼は濡れてさえいる。
　「だが、これはワナです！」
　ペルディクスは思い余って叫んだ。
　「息子の命を救うために作った発明が、実は命を奪うための刃になるなんて！これこそデルポイのワナです！」
　ミーノースは、がばと立ち上がると城内に響き渡る、落雷の声で怒鳴った。
　「近衞小隊を召集しろ！ダイダロスの暴挙を止めるのだ！」
　城門が開かれると、兵士を乗せた馬が矢のように続々と飛び出した。四頭立ての戦車には、詩人とペルディクスもしがみついている。高く砂塵を巻き上げ、鮮やかな房飾りのついた冑の兵隊を乗せた馬は狂ったように走った。


　午後の練習の後、二人は休憩している。ダイダロスは、息子の憶えがいいのに感心していた。
　「息子よ、明日か明後日には私達は出発する。だが、いいか。決してこれだけは忘れるな。昔私がこの宇宙を動かす力を知る能力を与えられたとき、一つの戒律をも与えられた。『大いなる天空は翼あるもの達たちに、豊かな海は翼も足も持たないもの達に、そして肥沃の大地はそれ以外のもの達にと神が分け与えられた。これを侵してはならぬ』というのが、それだ。だから決して鳥のように高く飛んではいけない。必ず中ほどの高さを飛ぶのだ」
　少年は窓辺に寄って父親の言葉を聞いている。
　「早く外の世界へ出てみたい………父よ、あれは何ですか？」
　少年は遠くを指さしている。ダイダロスは立ち上ると彼の指す方向を見た。地平線に雲のように土色の砂煙が上っている。ダイダロスは眉を寄せ、じっと見つめた。黄色っぽい雲の下に黒い点が、ひとつふたつと増えていく。
　「息子よ、あれはミーノースの兵隊だ。とうとう私達の命を奪いに来た。だが、心配することはない。ここへ到着するまでにまだ時間がかかるだろうし、入口の門からこの部屋まで容易にたどり着けはしない。さあ、翼をつけるのだ。予定より少し早くなったが、お前ももう飛べるだろう」
　少年は青ざめていた。ダイダロスは少年の肩に翼を取りつけ、念入りに点検して、自分も翼をつけた。
　「父よ！もうすぐここへ来ます！」
　一番早い馬は到着し、いななきが聞こえている。
　「門があけられました！」
　「息子よ、あわてることはない。いいか、私のいままでに教えたことを思い出し、落ち着いて飛ぶんだ。さあ、出発だ！〈愛〉と〈自由〉に向かって、大きくはばたくのだ」
　テーブルを足場にしてダイダロスは窓に立った。塔の上から見る景色は、吸い込まれそうな眩いを覚える。
　「私のやり方をよく見て、後に続くんだ」
　一度深く息を吸うと、眼を閉じて腕を水平に伸ばし思いきり足元を蹴る。体がぐうと沈みこんだ後に、翼に確かな手応があった。続いて日の光りを髪に輝かせた少年が飛び出した。
　「ダイダロス！！」
　ようやく到着した詩人とペルディクスが、はるか下で叫び続けたが、風に流されてその声は届かなかった。塔の上から飛び出した二つの影が風に乗ると、おおという歓声があがった。ペルディクスの顔も詩人の顔も、あふれ出る涙で濡れている。
　「おお、何という恐ろしいことだ。神よ、何故あなたはいつも人間を、兎のようにか弱い生き物をもてあそばれるのか。私は命などいらない。だからいまこそ神よ、あなたをののしります！ これほどまでに悪辣なワナを私は見たことがない！あなたには哀れみの心などかけらもないのだ！！」


　ダイダロスは、息子の後になり先になって飛んだ。風の上を滑り、海面が近づきすぎないうちに力一杯はばたく。高く上りすぎないように息子に注意して、二人は鳥のように飛んだ。羊の群が豆を並べたように見える小島を越え、沖で漁をする舟の頭上を越えて北へ向かった。風の具合はいいし、この分なら無事にアテーナイに行けるだろう。羊飼いや漁師は、目を丸くして二人を見上げ〈あれは神様か、天使に違いない〉とひざまづき祈った。一面の青い海に浮ぶ小島は、素晴しい眺めだった。少年は、興奮していた。雲が自分より低い所を流れ、時にはカモメの群と並んで飛んだ。
　「ほら、こんなに巧く、鳥のように飛べるよ！」
　少年は有頂点になっていた。次第に高く高く昇っていく。ダイダロスは少年を呼んだ。
　「いけない！降りてくるんだ！」
　だが、もう少年の耳には何も入らなかった。ますます急速に天へ向って昇っていく。そして熱にうかされたかのように叫んだ。
　「ぼくは鳥になったんだ、天までだって飛んでいけるよ、ぼくは、きっと星座になれるよ、ペガサスのように天まで昇って星座になるよ！」
　全ての言葉を言い終らないうちに、少年の翼の一枚一枚の羽根が、すっとその束縛を離れた。ダイダロスの目には、薄い雲が、突然息子を包みこんだかに見えた。骨組みだけが虚しく空をかいていたが、少年は気づかなかった。頭を下に、加速しながら少年は海面に向かって落下していく。
　「ああ、もう少しで天に届くよ！ぼくは星座になるんだ！」
　激しい勢いで少年は海に突こんだ。一部始終を見ていたダイダロスは、少年の沈んだ海面の上を飛びその姿を求めた。が、少年は二度と浮かび上らなかった。捜し疲れて、彼は近くの島へ降りた。
　「神よ、あなたは余りにむごいことをなさる。息子は確かに戒律を犯しました。しかし、まだ子供ではありませんか！〈愛〉さえ知らない子供ではありませんか！」


　更に後に、彼はデルポイの神殿へ出かけ、息子に対する神々の非道を訴えた。それに対する審判は次のようなものだった。
　人間の歴史の続く限り、少年は全ての人々の心の中を飛び続けることができよう。世界中の人々が空を仰ぎ、そこに少年の姿を見るだろう。鳥となって空を飛んだ少年イカロスの名は、永却に人々の心に熱く焼きつき、決して忘れられることはないであろう。


...................................完

　



本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！


ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）

ここは文末です。



「はっくつ文庫」トップへ



.....................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

　
